
No.

国立天文台 天文学データ解析計算センター
成果報告書 (平成17年度)

提出期限 : 平成 18年 3月 20日 (月)17:00必着

応募カテゴリ（いずれかを選択） C
システム （いずれかを選択） VPP

プロジェクト ID: wsh57c

研究代表者（現在のユーザ ID : hirosesg）
氏名 廣瀬重信
所属機関名 海洋研究開発機構地球シミュレータセンター
連絡先住所 〒 236-0002

横浜市金沢区昭和町３１７３－２５
電話番号 045-778-5783
E–mail shirose@jamstec.go.jp
職または学年 研究員
研究代表者が学生の場合には指導教官の氏名

研究課題名
(和文)

ブラックホール降着流の三次元輻射磁気流体力学シミュレーション
(英文)

3D Radiation MHD simulation of Black-hole Accretion Flow

研究分担者
氏名 所属機関名 E–mail ユーザ ID

　　　　　 　　　　　　　　
　　　　　 　　　　　　　　
　　　　　 　　　　　　　　
　　　　　 　　　　　　　　
　　　　　 　　　　　　　　
　　　　　 　　　　　　　　
　　　　　 　　　　　　　　
　　　　　 　　　　　　　　



成果に関連して出版、もしくは印刷、投稿中の論文リスト

(1) このプロジェクト（同様の過去のプロジェクトも含む）での成果
今年度中に出版された論文、国際会議集録、国際会議、学会、研究会発表、その他出版物（印

刷中、投稿中の場合はその旨を記載すること）

• ”Vertical Structure of Gas Pressure-Dominated Accretion Disks with Local Dissipation of
Turbulence and Radiative Transfer”, Hirose, S., Krolik, J. H., Stone, J. M., 2006, ApJ, in
press

• ”Magnetic Pressure Support and Accretion DIsk Spectra”, Blaes, O. M., Davis, S. W.,
Hirose, S., Krolik, J. H., and Stone, J. M., 2006, ApJ, in press

• ”3D RMHD Simulation of Accretion Flow using FLD Approximation”, Hirose, S., 2005/08/08,
相対論的磁気流体ミニワークショップ, 千葉大学

• ”Radiation MHD simulation of Black-hole Accretion Flow”, Hirose, S., Krolik, J. H., and
Stone, J. M., 2005/09/05, 日本流体力学会年会, 工学院大学

• ”Local Dissipation and Radiative Transfer in Accretion Disks”, Hirose, S., 2005/11/17,
Workshop on Magnetohydrodynamical Processes in Galaxies, Accretion Disks and in Star
Forming Regions, 千葉大学

(2) これまでのプロジェクトの今年度中の成果
今年度中に出版された論文、国際会議集録、国際会議、学会、研究会発表、その他出版物（印

刷中、投稿中の場合はその旨を記載すること）

成果の概要

本年度のプロジェクトの目的は、申請書に記述した通り、これまで PCクラスタ上での実行を念
頭に開発を行ってきた三次元輻射磁気流体力学シミュレーションコードを、VPP5000システム
に移植してチューニングを行うことであった。その結果、ベクトル稼働率は 93%、並列加速率は
67%まで向上させることが出来、（まだ向上の余地は残されているものの）ほぼ目的を達成できた
と言える。さらに、このコードを使って、来年度カテゴリAに申請中のプロジェクト「降着円盤
の力学的および熱力学的平衡状態」のパイロット計算を行い、初期条件・境界条件のチューニン
グも行った。


